
モデル事業名 遊休施設の有効活用デザインによるコミュニティの活性化事業

対象地域 島根県隠岐郡海士町宇受賀（うづか）地区、豊田（とよだ）地区

活動概要

  海士町の北東に位置する宇受賀地区、豊田地区の主な産業は農業と
漁業であるが、後継者がほとんど育っておらず、とりわけ漁業の衰退が
著しい。これらの地域には、地域に昔から受け継がれている伝統行事
や、格式高く由緒ある神社が存在し、また海や山、田畑のある里山の美
しい風景は一度訪れた人々の心を掴んで離さないほどであり、地域資源
の豊かさを物語っている。この地域での課題は、そうした地域資源を十
分に活かしきれておらず、交流人口の増加や定住促進へとなかなか結
び付けられていないことである。
　担い手不足による島の産業衰退、雇用の縮小、人口流出、コミュニティ
力や福祉サービスの低下という悪循環から、集落における生活環境の
維持困難な課題が見え始めている。財政難の行政だけでの施策に限界
が近づいており、企業活動も満足にできない状況の下、地域に根ざした
民間団体（新たな公）の取り組みが期待されている。
　そうした背景から、まずは地域住民に対する十分なヒアリングを行い、
地域資源の調査を実施し、宇受賀地区と豊田地区の魅力を再発掘す
る。また地域住民の思いやニーズを尊重した上で、遊休施設の有効活
用デザインを模索しつつ、住民主導型の持続可能な地域づくりを目指
し、交流人口の増加や雇用・定住促進へとつなげるべく力を注いでいき
たい。

今年度の主な取組

海士町宇受賀地区、豊田地区の地域資源を再発見・再発掘し、遊休施
設となっている保育所やレジャー施設の有効活用について、住民のニー
ズを取り入れた地元参加型ワークショップを企画・運営して検証を行う。
①地元の人と一緒になって地域資源（ひと、モノ、文化、自然、歴史）を
再発見・再発掘する。
②遊休となっている宇受賀地区の保育所の利活用について、地域住民
の意向把握を行う。
③豊田地区のレジャー施設等について、漁業・水産加工体験等により活
用を試行する。
④上記の活動の成果を踏まえ、住民参加型ワークショップを通じて、地
域資源を活かした遊休施設の活用方法を検討する。

活動結果

①地域資源調査については、地域資源や地域の持つ力を住民等ととも
に再発見することができたのだが、それらを今後どの様に活かしていく
かが最も大切なことだということを学んだ。
②意向把握、ワークショップの開催については、遊休施設の活用につい
て興味のある方々にすぐ会えると想定していたが、ニーズが少なかっ
た。その他、施設を中長期滞在型・二地域居住向けとするには、町内の
宿泊業者とのすみ分けをきちんと行わなければならないこと、施設自体
が老朽化しており現在のままでは宿泊施設として利用することが難しい
こと等が分かってきた。そんな中で遊休施設の活用について関心のある
者同士が意見交換を行う場づくりができたことは、今後につながる大き
な成果であると思う。
③水産加工体験等の実施については、地元の小学生との連携の可能
性が出てきたため、ふるさと教育を軸に行った。水産加工グループの
方々と協働で行う体制を作り上げることができたので、今後は島外から
の参加者を募り、ブルーツーリズムにつなげることができればと考えてい
る。
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当初予想していな
かった効果

水産加工体験の実施について、当初は島外の方を対象に考えていた
が、地元小学校のふるさと教育の一環として実施するニーズが生じ、小
学校の先生方と連携しながら実施した。このことにより、将来的な後継者
の育成につながることを期待している。

実施状況（写真）

【写真】     　地域資源調査　　　　　　　　　　漁業・水産加工体験
　　　　　　　「食の聞き書きツアー」　　　　　　　　「鯵捌き」
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